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忘
れ
な
い
で
’
・
阪
神
・
淡
路
大
震
災

わ
が
家
の
防
災
対
策
は
大
丈
夫
？

6,400 人を越える犠牲者と甚大な被害をもたら

した阪神・淡路大震災から3年。

この地震は、私たちに改めて、いつ起こるか分

からない地震の恐ろしさを教え、さらに防災につ

いて今一度考える機会と教訓を与えました。

地震が起きたとき、被害を最小限にくい止める

ためには、一人ひとりが慌てず適切な行動をする

ことが何よりも大切です。

いつ、どこで起きても不思議ではない地震に備

え、防災について家庭や地域で話し合い、日ごろ

から地震に対する正しい心構えを身に付けておき

ましょう。

問防災対策室℡366-7309 番

大
橋
さ
ん
は
家
具
が
倒
れ
る
の
を
何
秒
か
防
ぎ
、
そ
の
間
に
避

難
で
き
る
よ
う
な
対
策
を
心
掛
け
て
い
ま
す

わ
が
家
の
防
災
会
議
を
開

き
ま
し
よ
う

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
普

段
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

身
の
安
全
を

守

る
方
法

を
考

え

ま
し
ょ
う
（
家
の
中
に
い
た

場
合
・
外
出
の
場
合
）
。

消
火

の
方
法

を
知

っ
て

い
ま

す
か
（
消
火
器
の
位
置

・
使
用

方
法
）
。

け

が
を
し

た
と
き

、
ど
う
し

ま
す

か

（
救
急
セ

ッ
ト
の
確

防災訓練に400人以上が参加するなど、自主防災活動が活発な五香南町会で、

家具の転倒防止をしているという大橋智さん・順子さんにお話しを聞きました。

ダンスは天井との間につっぱり棒を入れ、さらに後ろの壁がしっかりしていれ

ば、それに金具で止めています。就寝は、ダンスなどの置いていない方を頭にし

て、外への通路を確保できるようにしています。

これで絶対に安全ということはないでしょうから、せめて5秒でも10秒でも家

具が倒れるのを防ぎ、避難できればと思っています。

認
と
応
急
手
当
て

の
方
法
）
。

”
非
常

持
ち
出
し
品

の
準
備

は

し
て

い
ま
す
か

（
保

管
場

所

と
持
ち
出
し
品
目

の
確
認
）
。

避
難
場
所

を
知

っ
て

い
ま
す

か
（

ど
こ

に
避

難

す

る
か

。

そ
の
方
法
と
経
路
の
確
認
）
。

ま
た
、
勤
務
先
や
学
校
な
ど
、

家
族
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る

と
き
に
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合

を
想
定
し
て
、
確
実
に
連
絡
し
合

え
る
方
法
や
最
終
的
に
落
ち
合
う

場
所
な
ど
を
決
め
て
お
き
ま
し

よ

階
段
下
を
利
用
し
た
収
納
庫
に
は
、
保

存
食
が
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
時

に
限
ら
ず
、
普
段
も
使
っ
て
い
ま
す

両
開
き
の
扉
に
は
、
地
震
で
中
の
も
の

が
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
靴
ひ
も
で
結

わ
え
て
い
ま
す

家
屋
等
の
安
全
対
策
は
万

全
で
す
か

柱

・
土
台
や
屋
根
が
わ
ら
な
ど

を
点
検
し
、
修
理
が
必
要
な
部
分

は
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
石
塀
が

倒
壊
し
な
い
よ
う
に
、
？
め
に
専

門
家
の
点
検
を
受
け
、
必
要
が
あ

れ
ば
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

家
具
類
は
き
ち
ん
と
固
定

し
ま
し
よ
う

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
建

物
に
特
別
な
被
害

が
な

い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
家
具
の
転
倒
や
散
乱

に
よ
っ
て
逃
げ
遅
れ
た
り
、
室
内

で
け
が
を
負

っ
た
人
が
大
勢
い
ま

し
た
。

次
の
よ
う
な
家
具
等
の
転
倒
防

止
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

家

具

の

固

定

の

ポ

イ

ン

ト

原
則

は
、
家

具

が
地
震

に
対
し

て

建

物

と

一

体

的

に

動

く

よ

う

に
、
木

ね

じ
や
Ｌ
型

金

物
を
用

い
、

壁
や

さ
ん
に

固
定
し

ま
す

。
た

だ

し

、
壁

の
種

類
や
材
質

に

よ

っ
て

固
定
で
き
な
い
個
所
が
あ
り
ま
す

の
で
、
専
門

家

に
相
談

し

ま
し

よ

各

部

屋

の

家

具

等

の

配

置

を

再

チ

ェ

ッ

ク

住

宅
の
立

地

や
構
造

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な
条

件
に

よ

っ
て
揺

れ
方

が
違

い
ま
す

が

、
家
具

の
固
定

だ

け
で

は
、
万

全

と
は

い
え

ま

せ

ん
。

「
震
度
５

強
」

で
た

ん
す

な
ど

重
い
家
具
が
倒
れ
、
テ
レ
ビ
が
台

か
ら
落
ち
る
こ
と
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
テ
レ
ビ
や
電
子
レ
ン
ジ

が
飛

ぶ
、
と

い
っ
た
事
例
を
報
告

さ
れ
て

い
ま
す
。
家
具
の
配
置
と

就
寝
位
置
や
出
入
口
を
も
う
一
度

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し

よ
う普

段
か
ら
地
域
や
職
場
で
行
わ

れ
る
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
、
初
期
消
火
・
避
難
方
法
な
ど

非
常
時
の
防
災
行
動
力
と
知
識
を

身
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
地
域
で
自
主
防

災
組
織
を

地

震

に

よ

る
火

災

が
多

発

し

、

至

る
所

で

家

屋

や

ビ
ル

が
倒

壊

、

道
路

が
寸
断

さ

れ
て

い
る
よ
う

な

状
況

で
は

、
防
災

関

係
機
関

に
消

火

や
救

助
活

動

の
す

べ
て
を

期
待

す

る
こ

と

は
で
き

ま
せ

ん
。
ま

た
、

個
人

の
力
で

は
手

に
負
え

な

い
状

況
下

で
、

被
害

を
最
小

限

に
食

い

止
め

る

の
に
大

き
な
力

を
発

揮
す

る

の
が
、
自

主
防

災

組
織
で

す
。

そ

の
た

め
に

は
、

普
段

か
ら
町

会
（
自
治

会
）
を

中

心
と
し

た
、
組

織

的
に
活
動

で

き
る

体
制

づ
く
り

が
必
要

で

す
。

市
で
は
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
防
災

意

識
を

持
ち

、
緊
急

時
に

助
け
合

え

る
自

主
防
災

組
織

の
結

成
を
町

会

（
自

治
会

）
ご
と

に
進

め
て

い

く

よ
う

、
呼

び
掛
け

て

い
ま
す

。

ま
た

、
災
害

時

の
自
主

防
災

組

織

の
活

動
を

よ
り

強
固

な
も

の
に

す
る
た

め
に

、
防

災
資
機

材

の
購

入

に
対

し
て

の
補
助

金
制

度

が
あ

り

ま
す

。

自
主

防
災

組
織

結
成

に
つ

い
て

の
貸
し

出
し

ビ

デ
オ

が
あ
り
ま

す

の
で

、
希
望

す
る
町

会

は
防
災

対

策
室
ま

で

ご
連
絡

く
だ

さ

い
。

『防災とボランティアの日』　1月17日

『防災とボランティア週間』1月15日～21日

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
域
住
民
の

自
主
的
な
防
災
活
動
が

被
災

地
の
あ
ち
こ

ち
で
行
わ
れ
、
尊
い
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た

、
全
国
か

ら
駆
け
付
け
た

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
迅
速
か
つ
的
確
に
活
動
を
行
い
、

多
く
の
被
災
者
を
励

ま
す
姿
は
私
た
ち
の

目
に
強
く
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
思
い
起
こ
し
、
防

災
に

関
す

る
知
識
や

技
術

を

身
に
付

け

、

身
近
な
安
全
対
策
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

救援物資の仕分けや配送にボランティアが活躍しました

災害時にとるべき行動、身近にできる防災対策等をテーマに

した講演会を下記のとおり実施します。ぜひご参加ください。

日　時…1月20日（ 午後2時～4時（開場午後1時30分）

会　場…市民会館

講　師…財市民防災研究所職員

テーマ…「生き残るために！あなたは…」

費　用…無料

各種防災用品を展示します。長期保存の可能な乾パンの試食コ

ーナ ーも ありま すの で、市役所 にご来庁 の際 は、お気軽 にお立 ち

寄りください。

日　時…1月20日火午前9時～午後4時

会　場…市役所1階本館新館連絡通路

※当日の午 前中 は防 災訓練の ため、市役所 駐車場の一 部が使用 で

きなくなり ますので、ご了 承ください。

Ｉ

Ｉ

Ｉ

広報まつど

わが家の工夫・大橋さん(五香南)の場合

身近にできる防災対策をテーマに講演会

防災用品を展示します
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12月23日、新松戸地区社会福祉協議会（市内８番

目）が発足し、馬橋市民センター内に事務所を設置

しました。

松戸市社会福祉協議会では、地域の皆さんの自主

的な参加による地域福祉活動を推進し、明るく住み

よい福祉のまちづくりを目指しています。

問松戸市社会福祉協議会電話368-0503番

拍
手
喝
さ
い
の
は
し
ご
乗
り

花
の
栽
培
を
通
し
て
リ
ハ
ビ
リ
と

自
然

・
生
活
習
慣
を
学
ぶ

た
め

、
小

金
わ
か
ば
苑
で
は
障
害
者
が
、
パ
ン

ジ
ー
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
７

月
に
種
を
ま
き
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
協
力
を

得
て

、
植
え
替
え
や
草
取
り
作
業
を

行
い

、
大
事
に

育
て
た
ハ

ン
ジ

ー
は

見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

障
害
者
を
理

解
し
て
も
ら
い
接
す

る
機
会
に
と

、
市

内
の
園
芸
店
（
小

金
・
小
山
ガ
ー
デ
ン
）
で
皆
さ
ん
の

育
て
た
パ
ン
ジ
ー
の
販
売
も
始
め
ま

し
た
。

12月７日、新松戸町会連合会主催のソフト

ボール大会が行われました。

各町会から20 チームが参加 、中には女性投

手のチームもあり、男性に負けないくらいの

豪速球を投げていました。

親睦とはいえ、どこのチームも優勝をねら

っていて､気を許すことはできません。

熱戦の末、5試合を勝ち抜き栄冠を手にし

たのは、新松戸西八一クチームでした。

新

松

戸

吟

道
会
（
詩
吟

）

毎
週
水

・
土
曜
日
①
干
前
1
0時
～

正
午
②
午
後
１
時
～
４
時
節
午
後
７

時
～
９
時
会
場
①
新
松
戸
市
民
セ

ン
タ
ー
・
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー
②

青
少
年
会
館
③
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ

ー
　
内
容
詩
吟
・
現
代
詩
・
短
歌
・

俳
句
等
　
費
用
月
二
千
円
（
入
会
金

二
千
円
）

問

塩
井

℡
3
4
4
・
9
1
9
6

番

松

戸

太

極
拳

（
太

極

拳

・
少

林

拳

・
気

功

）

毎
週
日
曜
日
午
後
３
時
～
６
時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
小

学
生
以
上
　
費
用
月
三
千
円
（
入
会

全
二
千
円
）

問
熊
沢
℡
3
4
1
・
9
4
2
5
番

舞
夢

新
松

戸

社

交

ダ
ン

ス

サ

ー

ク

ル毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

月
二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

問
松
田
℡
3
4
3
・
8
2
3
8

番

会

員

募

集

小

金

原

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎

週
土

曜
日
午

後
４

時
～

６
時

会

場
小

金
市

民

セ
ン

タ
ー
　

内

容
社

交

ダ
ン

ス
初
心

者

ク
ラ
ス

の
レ

ッ
ス

ン
　
費
用
月
三
千
円
（
人
会
金
二
千

円
）

問
鈴
木
℡
3
4
2
・
2
7
3
5
番

小

金

体

操

ク

ラ

ブ

Ｋ

Ｔ

Ｋ

毎

週
金

曜
日

午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分
　
会
場
小
金
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対

象
六
十
歳
位
ま
で
の
女
性
　
費
用
年

四
千

九
百

円

（
保

険
料

含
む

、
入
会

金

五
百
円

）

問

藤
森

℡
3
4
3
・
5
4
8
7

番

小

金

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル

毎
月
第

二

・
四
火
曜

日
午

後
７

時

～
９

時

会
場
小

金
市

民
セ

ン

タ
ー

費
用
月
千
五
百
円
（
入
会
金
二
千
円
）

問

円

山

℡
3
4
1
・
4
4
1
4

番

親

子

で

育

つ

風

の

子

グ

ル

ー

プ

隔
週
火

曜
日

・
毎

週
金
曜

日

（
月

五

～
六
回

）
午

前
1
0
時
～
正

午

会

場

馬
橋
市

民

セ
ン

タ
ー
　

内

容
信

頼

の
お
け
る
保

育
者

に
子

ど
も

を
預
け

、

絵

本

・
子

育
て

に

つ

い
て

学
ぶ
　

費

用

月
四
千

円

（
入
会

金
千
円

）

問

君

島

℡
3
4
5・
3
1
2
0

番

-

パ
ン
ジ
ー
を
栽
培

き
れ
い
に
咲
い
た
よ

※身近な情報をお寄せください。

手加減はし ませんよ

大切な松を守れ！

新松戸発

新
松
戸
親
睦

ソ
フ
ｔ
Ｔ

ル
大
会
新松戸発

大谷囗稲荷神社で松枯れ回復作戦
大谷口稲荷神社の境内にそびえ

る松の木は、樹齢約200 年。昔か

ら親しまれています。

ところが去年あたりから松枯れ

が目立つようになり、心配した住

民たちは、県の林業試験場に診断

を依頼。根の発達に必要な酸素や

水分が近くの舗装道路などによっ

て妨げられていることが分かりま

した。

以来噴霧機を購入して松に栄養

分を与えたり、回復記録を細かく

付けるなどの世話を開始。今では

元の元気な姿に戻りつつあります。

神社の責任総代の恩田敏男さん

は一緒に生きてきた松の木。大

切に守っていきたい」と話してい

ました。
- 一 一 一一 一 一
共 に 生 き て き た 松 は 、 皆 の 宝 で す

企 画 展｢ 不 思 議 の 世 界 ・ 錯 覚｣

1月15日祝～2月14日出午前10時～午後6

時　 会場文化 ホ ール　内 容感 覚と 実際と

の差の体験学習　費用無料

特 別 科 学 講 座 ①｢ ふ れ て み よ う ！視

覚 の ト リ ッ ク｣ ②｢ ふ し ぎ? 科 学 マ

ジ ッ ク ・ ト リ ッ ク エ 作｣

①2月８日(日）②2月11日倪午後1時～3時

会場文 化 ホール　内 容① 展示解 説 と工 作

②マ ジッ クエ 作　 講師 ①県立現 代産 業科

学 館 研 究 員・ 西 博 孝 氏 ②同 科学 館 研 究

員・ 難波 幸男氏　対 象小学4 年生以 上( 小

学3 年生以下 は親子 で) 定員各先 着20 人

持ち 物は さみ・のり・カ ッター・15 センチ

位の直定規費用①無料②900円

申①②は1月16日金午前10時から、電話で

文化ホールtel367-7810番へ

の ぞ み 学 園 作 品 展 示 即 売 会

１月22日木、23日金、午前9時30分～午

後4 時　 会場 市役 所1階 本館 新館通路　 内

容陶芸・縫製・木彫

問のぞみ学園tel368-1655番

思春期個別相談

２月３日火（午後1時30分～3時会場松戸

保健所 対象思春期の子どもとその家族･

関係者 内容学校関係・身体・病気・性等

の悩みに関する相談（予約制） 費用無料

問松戸保健所地域指導班℡361-2121番

コ ア ラ テ レ ビ の 番 組 制 作 ボ ラ ン テ

ィ ア 募 集

内容テレビ番組の企画・編集・出演など

対象市内在住・在学・在勤の10代後半から

20代までの人定員20人程度　報酬無償

申電話またはファクスで社松戸青年会議

所℡367-1983 番( 午 前10 時 ～午後4 時) 、

FAX367-8333番(24時間)へ

イ ニ シ ア チ ブ ゲ ー ム 講 習 会

１月25日(日)午前11時～午後3時 会場県立

手賀 の丘少年 自然 の家　講師 日本体育大学

助 教授 ・小 泉紀 雄氏　内容野外ゲーム　定

員先着30 人　費 用2,000円

申電話で松戸レクリエーション協会・伊

藤tel342-7419番へ

松 戸 市 小 中 学 校 教 員 展 覧 会( 書 道 ・

美 術)

〔書 道 展 〕1 月18 日(日卜25 日（ 〔美 術展 〕

1月26日(月卜2月8日(日) (1/21 ・ 28 ・ 2/3 ・ 4は

除 く)、午 前10 時 ～ 午 後6 時(1/25 は 午 後2

時 ま で､2/8 は午 後4 時 ま で) 会 場 ア ー ト ス

ポ ッ トま つ ど　 費 用 無 料

問 社 会 教 育 課 市 民 文 化 係 ℡366-7462 番

市立東松戸病院の薬剤師（パート）

を募集

対象45歳までの資格を有する人 募集人

員若干名　勤務条件応相談　提出書類履歴

書（写真付き）・資格免許の写し

申　1月25日日（までに、郵送で〒270-22松戸

市高塚新田123の13市立東松戸病院総務課

総務係(25391 -5500番）へ

還 付 申 告 書 作 成 説 明 会

対象① サラリーマン(年末調整済給与 のみの人)で医療費控除･ 住宅取得等特別控除等の還付

申告をする人色 年金所得のみの人　持ち物共通＝平成9年分の源泉徴収票･ 計算器具・筆記用

具･認め印･本人の還付金振込用口座番号のメモ･資料､ 医療費控除＝①9 年中に支払った医療

費の領収書(支払額を集計)②保険金などで補てんする金額のメモ､住宅取得控除＝①住民票②

売買契約書一請負契約書のコピー③)建物の登記簿謄本または抄本④主宅取得資金の借入金年

末残高証明書､年金所得者＝①健康保険･火災保険等の証明書(領収書)・生命呆険の証明書

期　日 会　　場
内　　容

午前10 時～11 時 午後1時～3時

1/30金 常盤平市民センター別館 住宅取得控除 医療費控除

2/ 2月 小金市民センター 年金所得者

年金所得者

医療費控除

6金 常盤平市民センター別館 住宅取得控除

9月 新松戸市民センター 住宅取得控除 医療費控除

問松戸税務署電話tel363-1171番

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

新松戸発 小金

発

店頭に並べられたパンジー

小金・馬橋・
新松戸支所版

●小金支所　　小金2　（ピコティ西館3階)

341-5101番

馬橋1 345-2131番

新松戸支所　　新松戸3-27　343-5111番

毎年恒例の消防出初式が､1月７日、消

防訓練センターで行われ、はしご乗リや

放水訓練などが披露されました。

気

持
ち

を

引き

諦

め消
防
出

初
式

馬橋

発

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す



ゝ -

催
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無
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番
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団
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～
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西
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・
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マ

ン

ガ

狂

言
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と
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だ
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乱

太
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Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
」

１
月
3
1
日

土
①

午
後
２

時
3
0
分
～

３
時
4
5
分
②
午
後
５
時
3
0
分
～
６
時

4
5分

会

場
森
の

ホ

ー
ル
2
1
　
内
容

男

の

料

理

教

室

２
月
５
日
、
４
月
９
日
、
６
月
４

日
、
９
月
３
日
、
1
1
月
５
日
の
各
木

曜
日
、
午
前
1
0時
～
午
後
２
時

会

場
六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
　
講
師
栄
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士
・
土
屋
博
子
氏

対
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全
回
参
加

で
き
る
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
男

性
　
定
員
先
着
十
人
　
費
用
一
回
千

円

（
材
料
費
・
保
険
料
）

申
１
月
2
0
日
火
ま
で
に
、
電
話
で
く

す
の
木
の
会
・
内
田
℡
3
8
4
・
6
0
8

7
番
（
夜
間
の
み
）ヘ

ソ
フ

ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

ー
ダ

ー

ツ

教

室

１
月
1
8
日
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
常
盤
平
体
育
館

費

用
無
料

申
当
日
会
場
で

問
体
育
指
導
委
員
・
宍
戸
℡
3
8
9
・
8

4
1
5
番

軽

ス

ポ

ー
ツ

教

室

１
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午
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か
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後
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小
金
原
体
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内
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カ
ロ
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リ
ン
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ラ
ー
ジ
ボ
ー
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卓
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費
用
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料

※
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
小
学
生
以
上

申
当
日
会
場
で

問
体
育
指
導
委
員
・
市
村
℡
3
4
2
・
6

1
9
0
番
（
夜
間
の
み
）

六
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講
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会
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時
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容
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ォ
ー
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）
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た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
ま
し
た

災害に備え

炊出し訓練

12月23日､ハケ崎一丁目福寿台町会で、大

掛かりな給食炊き出し訓練が行われました。

米15キロ分のおにぎりや､昔なつかしいすい

とん・とん汁を手際よく作り、約400 人の参

加者に配られ試食しました。また、リサイク

ル活動の売り払い金で購入した、大なべ2個

とヘルメットフO個も披露されました。

※身近な情報をお寄せください。

地域交流
もちつき大会

12 月４日 、八実保育 所で毎年 恒例の地 域交 流も ちつ き

大 会が行 われまし た。

年長の子ども たちは 、小さ い きねを 持って 、交 代で ぺ

ったんぺったん。「がんばれー」の声援の中、14キロのお米

を７う すつ き上 げ まし た。地域の人 たちも 大勢参加し て、

終始 なご や かな 雰囲気 でし た。出来 上がった あつあつの

おも ちは 、きな こに まぶし ておいしく 食 べまし た。｢べたべたしてておもしろいなあ｣と大喜び

コミュニティルームを

ご利用ください

会
議
な
ど
に
も
最
適
で

す

昨年10月13日にオープンした松戸南郵

便局では、地域の皆さんの生涯学習の支

援と、町会等の活動の拠点になればと。

コミュニティルーム(95.7㎡)を貸し出

しています。

利用期間　月曜日～金曜日

利用時間　午前9時～午後5時

使 用 料 無料

利用できない催し　営業行為､政治活動、

宗教活動､合唱･合奏など音の出るもの等

申利用したい日の前月の20日までに、直

接松戸南郵便局(tel383―2162番）へ

北総線 松飛台 駅から徒歩10 分
新京成 線五 香駅から新京成 バス紙敷車庫行き松

飛 台循環で「泉ヶ丘団地入口」下 車

新京成 線く ぬぎ山駅から徒歩13 分

リサイクル品の展示と配布会

ミニ リサイ クルプ ラザでは、家庭 から出されるご みの中か

ら再利用で きるもの･ 手を加 えれば十 分使用できる品物の回

収･ 再生･ 配布 を行っています。　配布会毎 月第4日曜日(1 月

は25日)、午前9時～午後2時　抽選会午後2時 から

※不用になった品物( 家電製品・家具・自転車・本など) が

あれば電話でご連絡く ださい。ご自宅 まで取りに伺います。

問ミニリサイクルプラザ℡368-5371番(午前9時～午後4時、

月曜日休館)

ゆ
り
の
き
通
り

案 内 図

ミニリサイクルプラ

ザ

会場中央保 健センタ ー（17日のみ福祉 施設）　対象痴 ほう症 に関心のある人、痴ほう症

の人がいる家族 定 員先着40 人　費用無料

※セミナー開催中、痴 はう症の人を別室でお世話 します。要予約。

申電話で健康課tel366―7489番へ

期日 時　間 内　　　 容 講　　師

2/6金
午後1時30 分

～3 時30 分

自己紹介、講話「痴ほう症を知ろ
う～医学的見地から～］

木野崎病院院長・笠原俊彦氏

介護体験者（助言者…ぼけ老人を
かかえる家族の会千葉県支部世話
人代表・永島光枝氏）

13金
介護体験発表「介護の工夫あれこ

れ～私の介護体験～」

17火 午後の予定 福祉施設の見学（希望者のみ） 福祉医療センターほか

1
木

午後1時30 分
～3 時30 分

講話「痴ほう症の方とのつきあい

方～痴ほう症があっても 、
みんな

が安心して暮らせる まちに～」

東京医科歯科大学医学部保健衛生

学科教授・高崎絹子氏

博 物 館 考 古 学 講 座｢ 考 古 学 か ら見 た

日 本 の 歴 史 一 弥 生 時 代 編｣

２月１日～3 月29 日の隔週 日曜日( 連 続5

回) 午前10 時～正午　 講師 市立博 物館学

芸員･ 松尾昌彦氏　対象全回出席 できる 人

定員80 人(抽 選) 費用無料

申1月23日金必着で､往復ハガキに住所･氏名･

電話番号 を記入して 〒270-22 松戸市子駄堀

671市立博物館考古学講座係(tel384-8272番)へ

ト レ ー ニ ン グ 機 器 操 作 講 習 会

１月24日土午後1時30 分～3 時30 分　会場

青 少年会館樋野口 分館 対象15 歳以上 の人

（30 歳 未満 の人 を優 先）　 定 員先 着20 人

持ち物運動着・上履き　費用無料

申電話で青少年会館℡344-8556番へ

'98 年 野 沢 温 泉 ス キ ー ツ ア ー

１月30日金（午前7時松戸駅西ロデッキ上

集合、2月1 日（ 帰 着〔2泊3 日〕 宿泊 先 山

三 荘　費用　34,800円(交 通費・保険料等)

申電話で松戸工業連合会文化活動協力会・

上野tel363-4374番(平日の午後1時～5時)へ

青 少 年 教 室 「 親 子 で パ ソ コ ン ・ イ

ラ ス ト に 挑 戦 」

１月①24日土②31日土各午後2時～4時

会場①青少年 会館樋 野口 分館②青少年会館

内容Windowsを使ってイラストに挑戦対

象小学3 年生以 上の子 と親　定員先 着各12

組（24人） 費用無料

申1月16日（午前9時から、電話で青少年

会館tel344-8556番へ

甲 種 防 火 管 理 講 習 会

2月12日木・13 日金 午前 ９時30 分～午後

５時　 会場 消防局　定員先着150 人　費用

4,000円（テキスト代）

申1 月16 日金～22 日木の間に、直接各消防

署 または消防局予防課 （℡363-1111 内線

208 ～210番）へ

小 金 原 老 人 福 祉 セ ン タ ー 民 謡 ・ 民

舞 ク ラ ブ 発 表 会

１月24 日出 午前10 時～午 後4時　 会場小

金原市民センタ ー　費用入場無料

問小 金原老 人福祉 センター℡344  -8270番

痴ほう症セミナー 「痴ほう症を知り､暮らしやすいまちづくりを考えよう!」

小金原発

常盤平・小金原・六実支所版

六実

発

松戸南郵便局

常盤平発



川

の

コ

ン

サ

ー

ト

ー
月
1
8
日
日
午
後
0
時
3
0
分
開
場

会

場
市
民

劇
場
　

内
容

シ

ヤ
ン

ソ
ン

ー

タ
ン

ゴ
の

プ
ロ
歌
手

が
川

の
情
景

を

歌
で
つ
づ
り
ま
す
　
費
用
大
人
千
円

・
小
学

生
五
百

円

鬩
川
い
い
会
　
武
本
℡
3
4
2
・
０
５
７
４
番

植

物

画

入

門

講

座

１
月
2
6
日
月
・
2
8
日
水
、
２
月
1
1

日
祝
・
1
6
日
月
（
全
四
回
）
、
午
後
１

時

～
３

時

会

場
女

性
セ

ン
タ

ー

ゆ

う

ま

つ
ど
　

内

容
植

物
細
密
画

定

員
先
着
二
十
人
　
費
用
五
千
円
（
画

材

費

・
花
材

賢

等
）

申
電
話
で
松
戸
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト

・
川
端

℡
3
4
3・
8
4
0
9

番

（
午
前

1
0時
～

午
後
６

時
）

へ

寒さを吹き飛ばそう

や
っ
た
ー
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
!

東部

発
グラウンドゴルフ

12月７日和名ケ谷中学校で、第11 回東部地区婦人

グラウンドゴルフ大会が行われました。

39 チーム約240 人の女性が参加、日ごろの練習の

成果を発揮し 、60 人がホールインワンを連発。会

場のあちこちで、歓声が上がり、寒さも吹き飛ばす

熱戦でした。結果は「和名ケ谷クラブ」チームが団

体優勝、高橋スイさんが個人優勝に輝きました。

「
松
戸
版
画
の
会
」
は
、
会
貝
二
十
九
人

が
分
担

し
て
作
成
し
た
木
版
画
の
カ
レ
ン

ダ
ー
と
年
賀
状
の

展
示
を
行

い
ま
す
。

風
物
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

は
、
墨

の
濃
淡

だ
け

で
遠
近
感
を
表
現
し
た
も
の
や
、
多
色
刷
り
で

豊
か
な
情
景
を
描
い
た
も
の
な
ど
力
作

ば
か
り
。
下

矢
切
在
住
の
版
画
家
奥
山
義
人
さ
ん
の
指
導
を
受
け
、

半
年

か
ら
一
年
を
か
け
て
制
作

。
工
程

が
長
か
っ
た

た
め
完
成
の
喜

び
も
ひ
と
し
お
と
、
皆

さ
ん
は
魅
力

を
語

っ
て

い
ま
し
た
。

期
間
１
月
1
6
日
金
～
2
3
日
金
（
午
前
９
時
～
午
後
９

時
（
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は
正

午
ま
で
）

会
場
市
民
会
館
一
。階
ロ
ビ
ー
（
月
曜
は
休
館
）

問
松
戸
版
画
の
会
・
佐
野
℡
3
6
2
・
3
0
3
2
番

※身近な情報をお寄せください。

木版画で手作りの温かさ

カレンダーと年賀状の展示会

丹精込めた木版画です。お気軽にお立ち寄りください

矢切ネギの豊作を願って

家族連れが多く 訪れていました

今年の豊作を願い、地域の農家が矢切神社へ特

産の矢切ネギを奉納しました。

奉納されたネギは 、1月３日初もうでの人たちに

福ネギとして配られまし た。訪れた人たちは思

いがけないプレゼントに 、思わずにっこりし て

いました。

なお、「矢切ネギ（長ネギ）は小金の「アジサ

イネギ」（葉ネギ）とともに 品質の良さから市場

で銘柄品とし て扱われています。市内で生産さ

れるネギの粗生産額は、農産物の中で最も多く 、

市町村別では全国第8 位（平成7 年）です。

は り ・灸 ・マ ッ サ ージ の 施 術 を 奉 仕

2月８日(日)午 前9 時30 分 から　会 場身体

障 害者福祉 セ ンタ ー　内 容松 戸市視 覚障

害者協会によるはり・灸・マッサージ

定 員先着60 人　費 用無料

申1月25日(日)〔必着〕までに、往復ハガ

キに住所 ・氏名 ・年齢 ・希望 の施術 を一

つ 記入 して、〒271 松 戸市上 矢切299 の1

総 合福祉 会館内 身体障 害者福 祉 センタ ー

(S368-1493 番) へ

ふ れ あ い 教 室( ワ ー プ ロ)

Ａコース=2月9日月･10日火･12日木･13日金、

Ｂコース=2月16日(月)･17日火･18日水･20日金、

Ｃｺｰｽ=2月23日月･24日火･25日水･23日木

各 午後6 時30 分 ～8 時30 分　 会 場 勤 労 会 館

対 象 市 内 在 住 ・在 勤 の 勤 労 者　 定 員 各10

人( 抽 選)　 費 用 無 料

申1月23日金〔消印有効〕までに、往復八

ガ キ に住 所 ・氏 名 ・年 齢 ・電 話 番 号 ・勤

務 先 ・ コ ー ス名 を 記 入 し て、 〒271 松 戸 市

根 本387 の5 松 戸 市 役 所 商 工 観 光 課(S366

-7327 番) へ

募 金 活 動 に は 許 可 が 必 要 で す

市 内で 寄付募 集（募金 活動） を行 う場

合 は、「松戸 市寄 附募集 に関 する条例」に

より 募金 の申請 をし。市 の許可 を受 ける

必要 があ りま す。 祭事・ 記念行 事な どの

資金 ね ん出の ための募金 や街頭 募金 な

ど 、多数 の人に 金銭や物品 などの提供 を

促 す行為 は、 すべて寄付 募集 となり 、こ

の条 例の対 象 となり ます。

寄付募集 を行 う場合 は、必 ず募金 日の

10日前 までに、 募金の申 請の手 続 きが必

要 となり ます。 また、各 家庭 で、訪問 に

よ る募金 をお願 いさ れた際 は、必 ず訪 問

者 の許可 証を確 認し てくだ さい 。な お、

強 制や割 り当 て による寄 付募集 行為 は、

条 例に より禁止 され てい ま す。

問　総務部総務課℡366-7305番

市立病院形成外科外来休診 のお知

らせ

休診日１月22日木

問　市立病院形成外科外来℡366-2171内

線1145 番

旭 町 中 屋 堀 の 河 川 清 掃 参 加 者 を 募 集

１月25日(日）午前10時～正午〔雨天の場

合は2 月1 日(日)〕 集 合場所 旭町小 学校正

門 前

問六間川をきれいにする会（河川課親水

計画係 ℡366-7359 番)

初 級 日 本 語 教 室

お近くの外国人 にお知 らせください。

昼の部月曜日=1 月19日～3 月23日( 全10

回)、水曜 日=1 月14日～3 月25 日(全10回)、

金曜 日=1 月23 日～3 月27日(全10 回)、日曜

日=1 月18 日～3月22 日(全10 回)､ 各午前10

時～正午 夜 の部火曜 日=1 月20 日～3 月24

日(全10 回)･1 月27日～3 月31 日(全10 回)、

各午後7 ～9 時　会 場市役 所別館 地下 １階

研修 室・文化 ホ ールほ か　対象 市内お よ

び近隣 に在住 ・在 勤・在学 の外国 人　内

容日常会話初 級程度　費用2,000 円( 会 員

1,000円)、教材費4,500円程度

申直接財松戸市国際交流協会(市役所新

館5階・℡366-7310 番) へ

国 際 交 流 パ ー テ ィ ー 「 世 界 の 人 々

と の 出 会 い 」

２月14日土午後1時～3時30分　会場森

の ホ ール21 レ セプ ショ ンホ ール　内 容世

界 の人々 と飲 んで食 べて語り 合う交 流パ

ーティ ー　費 用 前売の み2,000 円 （会員

1,000 円） ・外国人1,000 円 （同500 円）・

小 中学生500 円 （家族会 員の み無料）

申2月６日金までに,参加費を直接または現

金書留（80円切手 を張 った返信用封 筒同封）

で〒271 松 戸市 根本387 の5 松戸 市役 所内

財松戸市国際交流協会（℡366-7310番）へ

講演会①「東京高等工芸 学校と昭

和のデザイン」②「1930 年代 のデ

ザインをめぐ って」

博物館「視覚の昭和展」関連講演会①

1月18日（ ②･1月25日（､ 各午後1時～3時

会場市立博物館講堂　講師①市教育委

員会学芸員・森仁史②デザイン評論家・

柏木博氏　定員各先着80人　費用無料

申請電話で社会教育課美術館準備室℡366-

7463番へ

松

戸

児

童
合

唱

団

毎
月
第
一
・
二
・
四
土
曜
日
午
後

２
時
～
３
時
　
会
場
市
民
会
館

対

象
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
（
幼
稚
園
年

中
～
小
学
二
年
生
）
　
費
用
月
二
千

円
（
人
会
金
二
千
円
）

問
寺
島
℡
3
8
4
・
5
9
3
9
番

文

章

サ

ー
ク
ル

あ
す

な

ろ

毎
月
第
三
木
曜
日
午
後
６
時
～
９

時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　
内
容
文
章
の
書
き
方
を
学
ぶ

費
用
月
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

問
宮
崎
℡
3
8
6
・
8
8
7
5
番

会

員

募

集

都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

奥

様

い
け

花

会

毎
月
第
一
丁
四
①
木
曜
日
②
金
曜

日
午
前
1
0
時
～
午
後
２
時
会
場
①

市
民
会
館
②
明
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内

容
初
歩
か
ら
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
　
費
用
月
二
千
円
（
入
会
金

な
し
・
花
代
別
）

問
永
田
℡
3
8
5
・
7
0
2
9
番

月

影
会

（
日

本

画

）

毎
月
第
一
・
三
土
曜
日
午
前
９
時

～
午
後
１
時

会
場
勤
労
会
館

内

容
初
歩
か
ら
の
日
本
画
　
費
用
月
五

千
五
百
円
（
入
会
金
な
し
）

問
石
井
℡
3
6
2
・
3
6
4
5
番

健
康

カ
ラ

オ

ケ
コ

ン

テ

ス

ト

ー
月
2
4日
土
、
２
月
1
9日
米
、
３

月
2
9
日
日
、
４
月
1
6
日
木
、
各
午
後

６
時
～
９
時

会
場
市
民
劇
場
　

費

用
入
場
無
料
（
１
月
の
み
先
着
百
人

に
寿
饅
頭
進
呈
）

問
健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨
永
℡

3
4
1
・
３
６
２
３
番

松

戸

子

ど

も

劇

場

高

学
年

例

会

「

怪

談
噺

の

夕

べ
」

１
月
2
5
日
日
午
後
５
時
～
７
時

会

場
市
民
会
館

内
容
本
格
的
怪
談

噺

・
寄
席
の
世
界
を
楽
し
も
う
　
費

用
三
千
三
百
円

問
松
戸
中
央
子
ど
も
劇
場
・
青
木
℡

3
8
6
．
９
１
５
４
番
　
．

新

春

松

戸

市

民

将

棋

大

会

１
月
2
5
日
日
午
前
９
時
受
け
付
け

会
場
市
民
会
館
　
費
用
大
人
千
五
百

円
・
中
学
生
以
下
千
円
（
昼
食
代
を
含
む
）

問
松
戸
将
棋
愛
好
会
・
林
℡
3
8
5
・
4

3
6
9

番

矢

切

幼

児

教

室

「
こ

ど

も

ク

ラ

ブ

」

入

室

説

明

会

１
月
2
8
日
水
午
前
1
0
時
か
ら
　
会

場
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
　
費
用
出
無
料

※
二
三
歳
児
集
団
保
育
に
よ
る
健
全

育
成
を
目
的
（
入
室
金
等
は
別
途
）

問
矢
切
幼
児
教
室
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
・

前

田

℡
3
6
5・
9
5
1
2

番

催
し
物

催
し
物

矢切

発

本庁

発
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